


























































































1．算数の学習は好きだ 14 1 3.40

















































































































































































































得 点 率 は，「知 識・理 解」が86.7％，「技
能」が84.7％，「数学的な考え方」が71.7％
であった。いずれも１学期の単元末テスト
の平均得点率をわずかながら上回った。一
方で，人数に目を移すと，中位から上位の
児童が得点率を伸ばしたため，「数学的な
考え方」で得点率80％を上回った児童が９
人となり，１学期の６人を上回った。また，
単元学習後に算数科の学習に対する意識調
査を行い，単元学習前の結果と比較した（表３)。項目３，４を見ると，学級平均点がやや上昇し，項目５からは，肯
定的な回答の児童数が増え，学級平均点も上昇したことが分かる。きまりを活用して考えたり，説明したりすることに
対して前向きになり，できるようになってきたという実感が湧いてきたものと判断できる。
　本研究では，「根拠」と「振り返り」を重視する学習指導過程の工夫によって，批判的思考力，とりわけ「きまりに
基づいて論理的に考える力」「きまりに基づいて自分や他者の考えの妥当性を振り返る力」が高まることを検証してき
た。テストの得点率が中位から上位の児童については，つまずきながらもきまりを活用したり，妥当性を振り返ったり
することができるようになり，本研究における批判的思考力を高めることができた。下位の児童はテストの得点率こそ
伸ばせなかったが，対話の中できまりを基に説明したり，限定的ではあるが，きまりを基に問題を正しく解いたりする
姿が見られた。これらのことは，本実践の手立てが基礎基本に課題のある児童も含め，全ての児童の批判的思考力を高
める可能性を示していると考える。今後は，個の実態に応じて批判的思考力を高めていくためのよりよい手立てを探っ
ていく中で，ともに高め合う授業作りと，確かな根拠を基に筋道立てて考え，自信をもって考えを伝えることのできる
児童の育成を課題とし，研鑽を積んでいきたい。
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第７時の評価問題
もも太郎君と金太郎君は次のように分けて式を作りました。２人
の図と式を見て合っていたら○を，間違っていたら，その理由と
正しい式を教えてあげましょう。
表３　単元学習後の算数科の学習に対する意識調査(括弧内の数字は単元学習前)
項目
肯定的
回答
否定的
回答
学級
平均点
1．算数の学習は好きだ 15﹇14﹈ 0﹇1﹈
3.67
﹇3.40﹈
2．算数の授業の内容はよく分かる 14﹇15﹈ 1﹇0﹈
3.40
﹇3.47﹈
3．問題を解いたり，説明したりするときに算数の授業
で学習したきまりを使おうと考えている
15﹇15﹈ 0﹇0﹈
3.60
﹇3.20﹈
4．算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるように
書いている
13﹇12﹈ 2﹇3﹈
3.20
﹇2.80﹈
5．学校の授業で，自分の考えを他の人に説明したり，
文章に書いたりすることはむずかしくない
13﹇9﹈ 2﹇6﹈
3.33
﹇2.80﹈
図７　第７時の評価問題
